
家庭用製品の安全性についての活動

2025年 2月 6日
日本石鹸洗剤工業会
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・安全性管理の基本方針

・安全性に関する業界活動について

・情報開示と注意喚起の活動について

・事業者における安全性のプロセスについて

2



日本石鹸洗剤工業会の概要

■創立 1950年9月
■会員 正会員21社 賛助会員45社・団体
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市場 JSDA会員シェア

衣料用洗剤 3220億円 ＞94.7％

柔軟仕上剤 1187億円 ＞98.5％

台所用洗剤 834億円 ＞94.6％

浴室用洗剤 441億円 ＞88.8％

トイレ用洗剤 165億円 ＞82.1％

2023年実績

出典：国際商業 July 2024

家庭用洗剤カテゴリー市場とシェア
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安全性評価の基本方針
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環境ヒト健康

水生生物毒性
分解性、蓄積性

刺激性、感作性

局所（皮膚・粘膜）

遺伝毒性、急性毒性
反復投与毒性、生殖毒性
発がん性

家庭用製品：リスク評価にもとづく安全設計

全身
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https://jsda.org/w/02_anzen/riskcomm-series_03.html
を一部改変

家庭用製品のヒト健康への影響と安全性評価

安全性評価
• ヒトへのばく露を少なくする製品の

使い方を提案

• 製品使用で想定されるヒトばく露

量に基づき、

成分毎の安全性評価を実施し、

有効かつ安全な処方に設計

7

製品の使用方法も考慮し、
様々な項目の影響を評価

眼への影響

・眼刺激性

誤飲時の影響

・急性毒性



https://jsda.org/w/01_katud/a_seminar02.html

使用実態の把握と安全性確保のレベル

誤 使 用

通 常 使 用
（推 奨 使 用）

予見できない
非常識な使い方

予見はできるが、
社会通念を超えた

使われ方

当然予見しておかねば
ならないメーカーの
意図しない使われ方

メーカーが
意図した使われ方

異常使用

無謀使用

リスクの低減と注意表示

安全性の確保
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誤使用時を想定した
目への影響

洗濯洗剤で
手洗いした時の
肌への影響

繊維への洗剤残りや
肌への影響



最終製品
（その構成成分）

構成成分

4

3

2

1

製品の用途用法に応じて、
すべての成分の安全性を評価

家庭用製品の安全管理の考え方

組
成

用
途
用
法

すべての成分
を安全性評価
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実使用量

0.01 0.1 1 10 100 1000 10,000

有害影響の

可能性
安全性マージン安全使用の範囲

*Health Canada, FDA, EU, WHO, etc.
製
品
処
方
の
上
限

安
全
性
試
験

に
よ
る
上
限

安全範囲の定義 ～各国評価機関等における位置づけ～
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安全性に関する業界活動について
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・当工業会は、化学物質の管
理と安全性評価に関する国
際的なプロジェクトにも積極的
に参画

・地域や国を超えた協調の動
きは、1992年の地球環境サ
ミットをきっかけに加速

・海外の工業会と協力して、国
際的に信頼のおけるデータの
蓄積と共有化をすすめている
ため、最新の安全性情報など
も国内へフィードバックし、各
種のリスク評価に役立ている

https://jsda.org/w/02_anzen/riskcomm-series_04.html

世界的規模での安全性の取り組み
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・洗剤の安全性・環境適合性
https://jsda.org/w/02_anzen/anzensei.html
https://jsda.org/w/02_anzen/tekigousei00.html
https://jsda.org/w/02_anzen/pdf/anzentekigou6p.pdf

・界面活性剤のヒト健康影響および環境影響に関するリスク評価
https://jsda.org/w/02_anzen/3kankyo_9.htm
https://jsda.org/w/02_anzen/pdf/200110kaimen_riskassessment.pdf
https://jsda.org/w/00_jsda/9books_a.html（専門資料）

界面活性剤の生態リスク評価
https://jsda.org/w/02_anzen/3kankyo_10.htm
PRTR法指定化学物質である代表的界面活性剤の人の健康および環境影響に関するリスク評価について−解説書−
https://jsda.org/w/02_anzen/pdf/PRTR-2004062.pdf
アミンオキシドのヒト健康影響と環境影響に関するリスク評価
https://jsda.org/w/02_anzen/3kankyo_14.htm
エステル４級塩のヒト健康影響と環境影響に関するリスク評価
https://jsda.org/w/02_anzen/ESTERqua_risk.html

家庭用製品の安全性に関する業界活動 ～安全性及びリスク評価～
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・洗剤の安全性と環境への影響
https://jsda.org/w/02_anzen/tekigousei00.html

人への安全性を確保するために
https://jsda.org/w/01_katud/a_seminar02.html#02

・洗剤や化粧品成分の安全性 ―国際的に進む点検の状況とリスクコミュニケーション―
https://jsda.org/w/01_katud/a_seminar05.html

・消費者製品の配合成分に関するばく露及び初期リスク評価方法（海外評価事例の翻訳版）
https://jsda.org/w/02_anzen/SDArisk_0612.html
https://jsda.org/w/02_anzen/sda/sda_risk_zennbunn_20061227.pdf
https://jsda.org/w/02_anzen/sda/sda_risk_fuzoku_20061227.pdf
https://www.cleaninginstitute.org/sites/default/files/research-
pdfs/Consumer_Product_Ingredient_Safety_v2.0.pdf
https://www.cleaninginstitute.org/sites/default/files/research-pdfs/SDA_HPV_Progress_Report-
June_08.pdf
https://www.heraproject.com/Index.cfm Guidancedocument.pdf (heraproject.com)

家庭用製品の安全性に関する業界活動 ～製品設計、リスクコミュニケーション～
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製品安全設計におけるリスク評価の考え方

URL: https://jsda.org/w/01_katud/a_seminar05.html

有害性評価 ばく露評価

用量・反応確認

毒性試験データ

ヒトの
無毒性量の推定

ヒトの
ばく露量の推定

推定ばく露量と
推定無毒性量の比較

リスク評価
毒性が出ない量

製品中の成分毎の 製品の用途用法に応じた

家庭用品の
リスク評価
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洗濯用洗剤
柔軟仕上げ剤

台所用洗剤 住居用洗剤

ばく露シナリオ

• 使用時の経皮ばく露
（手洗いにも使用するもの 手洗い濃度）
• 衣類に残留した成分からの経皮ばく露
• 吸入ばく露
• 飲料水からの経口ばく露
（環境モニタリングデータを使用）

• 使用時の経皮ばく露
• 食材等に残留成分による経口ばく露
• 吸入ばく露
（容器の形態及びスプレー粒径）
• 飲料水からの経口ばく露
（環境モニタリングデータを使用）

• 使用時の経皮ばく露
• 表面に残留成分からの経皮ばく露
（すすぎ不要の場合）
• 吸入ばく露
（容器の形態、スプレー粒径）
• 飲料水からの経口ばく露
（環境モニタリングデータを使用）

複合ばく露 （様々なタイプの商品に配合されている物質）

誤使用
製品形態に応じて
想定シナリオを選択

製品形態に応じて
想定シナリオを選択

製品形態に応じて
想定シナリオを選択

通常使用

• 急性毒性
• 刺激性および腐食性
• 感作性
• 反復投与毒性
• 生殖発生毒性
• 遺伝毒性
• 発がん性

• 急性毒性
• 刺激性および腐食性
• 感作性
• 反復投与毒性
• 生殖発生毒性
• 遺伝毒性
• 発がん性

• 急性毒性
• 刺激性および腐食性
• 感作性
• 反復投与毒性
• 生殖発生毒性
• 遺伝毒性
• 発がん性

製品カテゴリーと評価シナリオ
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ばく露群の
サイズや特徴

製品開発に
おける段階

ばく露経路

体表面積
と部位

使用頻度

複数製品の
使用

文化的な
影響接触時間

製品中濃度

使用量

洗い流すタイプ・
洗い流さないタイプ

製品の種類

ばく露評価

パッケージと
製品デザイン

消費者の利用状況に基づくばく露シナリオの検証

JSDA
https://jsda.org/w/01_katud/a
_seminar02.html

適切な製品の
使用条件を
反映した検証
が重要

ばく露評価の必須要素である製品の含有成分、使用条件、推定ばく露シナリオについて
業界が多くの情報を保有

製品の安全性を確認するための評価

過度の
使用条件考慮
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ばく露評価から試験条件の設定



食器用洗剤などに使用されている界面活性剤（AO）の事例

経皮ばく露

食器用洗剤、シャンプー、ボディソープの使用により1日あたりのばく露量を計算

配合濃度：台所用洗剤で7 %、シャンプーおよびボディソープで3 %

食器用洗剤：1日3回（1 回45 分） 、手および腕の表面積は 1980 cm2

シャンプーおよびボディソープ：1 日1 回（1回10分）、シャンプーで1,440 cm2、ボディソープで15,100 cm2

体重：50㎏

経口ばく露

台所用洗剤で洗浄した食器への残留

洗浄した野菜、果物への残留

飲料水経由（2L/日）

ばく露量の合計推定量

経皮および経口からの推定ばく露量（EHE）を計算

合計推定ばく露量（EHE）＝15.41μg/㎏/日

ばく露評価

ばく露経路

ばく露経路 文化的な影響

複数製品の使用

製品中濃度

使用頻度 接触時間
体表面積
と部位

洗い流すタイプ

ばく露群のサイズ

製品開発に
おける段階

https://jsda.org/w/01_katud/jsda/jsda_AO_20100531.pdf
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AO：アミンオキシド



パッケージと
製品デザイン

食器用洗剤での事例

・誤使用および異常使用の回避
製品安全表示図記号

・誤使用、異常使用の抑制

・過剰なばく露の抑制

・誤使用、異常使用時の

対応（応急処置）
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食器用洗剤などに使用されている界面活性剤（AO）の事例

https://jsda.org/w/01_katud/jsda/jsda_AO_20100531.pdf

•ヒト健康リスクは、毒性量（NOAEL）をばく露量（EHE）で除算して安全マージン（MOE）を計算し評価

•MOE値は、不確実性係数積を上回り、リスクは低いと判断

ヒト健康に与えるリスクは低いと総合的に判断

有害性評価 ばく露評価

リスク評価

・急性毒性: ラットおよびマウスにおいて、経口、皮下、腹腔内投与で
限度内で許容される範囲

•刺激性と腐食性: 皮膚や眼に対して、低濃度では認められていない
•感作性: モルモットを用いた試験で感作性は認められなかった。
•反復投与毒性: ラットによる104週間の試験での

無毒性量（NOAEL）を確認
•生殖発生毒性: 高用量で体重減少が観察されるが、

生殖能に影響は認められなかった
•遺伝毒性: 試験結果は陰性であり、遺伝毒性の可能性は低い
•発がん性: ラットとマウスを用いた試験で発がん性の証拠は見られなかった

•経皮ばく露: 食器用洗剤、シャンプー、ボディソープの使用により
1日あたりのばく露量を計算

・経口ばく露: 洗浄後の残留物や飲料水を介した微量のばく露を計算
・ばく露量の合計推算量：経皮および経口からの推定ばく露量（EHE）を合計
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AO：アミンオキシド



・ヒトの耐容摂取量（TDI）６mg/kg/日 >> 最大摂取量 0.00952mg/kg/日
・誤使用時においても、毒性影響は軽微

ヒト健康に与えるリスクは極めて低いと判断

有害性評価 ばく露評価

リスク評価

•皮膚刺激性: 20％貼付試験で軽度の刺激
•感作性: 20％貼付試験で感作性認められず
•変異原性、遺伝毒性、催奇形性、繁殖性：毒性ポテンシャルも有さない

長期使用時
ヒトの耐容摂取量（TDI）６mg/kg/日

誤使用時
誤飲時の急性毒性：毒性分類 slightly toxic（わずかに毒性あり）
眼に入った場合の眼刺激：10％以下の低濃度では

水で十分洗浄し回復が可能

洗濯用洗剤、台所用洗剤の使用を想定
通常使用時
使用時間は短く、ばく露後洗い流す
長期使用時
経皮吸収、経口摂取（台所用洗剤を想定）も加味
ヒト推定最大摂取量：0.00952mg/kg/日
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洗濯用洗剤などに使用されている界面活性剤（AE）の事例

https://jsda.org/w/02_anzen/pdf/200110kaimen_riskassessment.pdf

AE：ポリ（オキシエチレン）アルキルエーテル



・誤使用及び異常使用の抑制

・過剰なばく露の抑制

・誤使用及び異常使用時の対応

（応急処置）

洗濯用洗剤での事例
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家庭用製品の安全設計の事例

洗浄時にスポンジでこする際に高濃度の洗剤
成分が直接に肌に接触し、体質によっては肌
荒れを生じる可能性がある

台所用洗剤の皮膚に対する安全性
表示：手袋の使用を推奨

使用方法の変更：泡型のスプレー
製品にし、こすらず洗浄

使用方法の変更：つけ置き型
こすらず洗浄

リスクを最小限にする原料
と配合量で処方

溶剤
洗浄剤

除菌剤

増粘剤

着色剤

賦香剤

・構成成分は、国内外の調査報告書や安全性に関する最新のデータをもとにした
リスク評価から、配合量における安全性を確保している

・表示や使用方法を工夫することで皮膚への影響を低減する 23



家庭用製品の安全設計の事例（スプレー製品）

スプレー製品は、使用に伴う小粒径の液滴
の舞い散りによる吸入リスクを考慮する

浴用洗剤のスプレー製品の吸入に対する安全性

粒径の大きい液滴を生成
するスプレー容器

泡剤型

・粒径を大きくすることで、液を速やかに対象表面に付着させ、
舞い散りの原因となる小粒径の液滴の発生を抑えて、吸入による健康リスクを低減する

リスクを最小限にする原料
と配合量で処方

溶剤
洗浄剤

除菌剤

増粘剤

着色剤

賦香剤
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安全性の総合評価スキーム

https://jsda.org/w/01_katud/a_seminar02.html#03

https://jsda.org/w/01_katud/a_seminar02.html#03

評価設計
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情報開示と注意喚起の活動について
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・洗剤等の成分情報開示自主基準
https://jsda.org/w/01_katud/seibunhyouji_01.html
https://jsda.org/w/01_katud/jsda/JSDA_jishukijun_seibunkaiji.pdf

NITEでの化学物質 4.家庭用品洗剤
https://www.nite.go.jp/data/000097447.pdf

・衣料用柔軟仕上げ剤の品質表示自主基準
https://jsda.org/w/01_katud/a_sekken25.html
https://jsda.org/w/01_katud/jsda/JSDA_guideline2018_junanzai.pdf

・会員社の香料成分の自主的な開示の際の指針
https://jsda.org/w/01_katud/jsda/JSDA_seibun_kaiji_20200302.pdf

・薬用石けんの表示自主基準
https://jsda.org/w/01_katud/a_sekken30.html

・飲食器用洗浄剤自主基準
https://jsda.org/w/01_katud/jsda/JSDA_jishukijun_senzai201204.pdf

・洗浄剤・漂白剤等安全対策協議会の自主基準
https://jsda.org/w/06_clage/4_clean/ca195/antaikyoujisyu.pdf

・製品安全表示図記号の使用・適用等に関する自主基準
https://jsda.org/w/01_katud/anzenzukigou.html
https://jsda.org/w/01_katud/jsda/JSDA_jishukijun_anzenzukigou.pdf
https://jsda.org/w/01_katud/antaikyo/JSDA_anzenzukigou.pdf

安全性に関する業界活動 ～成分および注意喚起表示自主基準～

成分情報を
HP等で提供

安全な取扱い
方法をラベル

表示
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成分情報の提供

〇適用製品
洗たく用洗剤、台所用洗剤、住宅・家具用、その他用洗剤、漂
白剤、柔軟仕上げ、洗たく用仕上げ剤、その他（糊剤、その他の
仕上げ剤）、酸・アルカリ洗浄剤、クレンザー

〇開示の主なルール
✓ 意図して添加、配合された全ての成分。
✓ 成分名称とその成分の機能または配合目的を示す。
✓ １％以上の成分は、含有量の多い順。
✓ 営業秘密にかかわる成分は、成分名称の代わりに機能名称
等を用いてもよい。但し、家庭用品品質表示法等にて表示義
務のある成分名については、必ず法令に従い表示。

URL:https://jsda.org/w/01_katud/seibunhyouji_01.html

家庭用消費者製品における成分情報開示に関する自主基準 2011年11月より
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製品安全表示図記号の使用・適用等に関する自主基準
 2018年1月より  

◎一般の洗剤類について http://www.jsda.org/w/01_katud/anzenzukigou.html
◎酸性や塩素系の洗浄剤･漂白剤について
http://www.senjozai.jp/0a_anzenzukigou.html

大切な注意事項や使用方法に関する情報を、わかりやすく伝える。
禁止を示す図記号と、指示を表す図記号。

〇家庭用の石鹸・合成洗剤及び洗浄剤などに適用
・石鹸・合成洗剤 洗濯用
・台所用石鹸、衣料用（洗濯用）合成洗剤、台所用合成洗剤、
住宅・家具用合成 洗剤

・洗浄剤・漂白剤
住宅・家具用洗浄剤（酸・アルカリ洗浄剤）、衣料用・台所用・住宅用漂白剤
（酸素系・塩素系漂白剤）

 ・その他
柔軟仕上げ剤、洗たく用仕上げ剤（洗濯のりなど）、クレンザー

〇洗浄剤・漂白剤等安全対策協議会の自主基準の対象製品 
・「有害性物質を含有する家庭用品の規制に関する法律」に指定されている成分を
含有する家庭用の洗浄剤。 
・「家庭用品品質表示法」に定める次の製品
酸性洗浄剤・アルカリ洗浄剤及び塩素系洗浄剤 ただし、特別注意事項表示である
（「混ぜるな危険」表示）が不要なものを除く
塩素系漂白剤 

安全な取扱い方法のラベル表示
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製品安全表示図記号 提供状況

（社数） （累計社数）

石洗工（日本石鹸洗剤工業会） ：21社
家洗工（日本家庭用洗浄剤工業会）：18社
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累計
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https://www.lion.co.jp/ja/products/462ホームページ掲載の製品情報

成分情報

香料成分情報製品安全表示図記号

製品安全表示図記号と成分情報開示の事例（浴室用洗剤）
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製品安全表示図記号と成分情報開示の事例（洗濯用洗剤）

https://ariel.jp/ja-jp/shop/type/pods/ariel-gelball-4d-blue

成分情報

香料成分情報

製品安全表示図記号
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事業者における安全性のプロセスについて
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家庭品製品の安全性のためのプロセスの事例

有害性アセスメント / ばく露アセスメント
リスクアセスメント

GVP (製造販売後安全基準)

製品安全基準

使用試験 インタビュー調査

原料情報調査 安全性評価試験 使用原料の厳選

https://www.kao.com/jp/innovation/safety-quality/houseware-quality/ 34



家庭用品等による皮膚障害報告件数の推移

洗剤による皮膚障害の報告件数

報
告
件
数

平成７年度～平成30年度の報告書から情報を抽出して作成

報告年度

家庭用品等に係る健康被害病院モニター報告
https://www.nihs.go.jp/mhlw/chemical/katei/monitor(new).html
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家庭用洗剤がいろいろな場面で使われるようになってから、すでに70年以上が経過しています。

その間、洗剤が人や環境に悪影響を及ぼすのではないかと、問題視されることもありました。

これに対して、メーカーのほか、国の機関や地方自治体なども繰り返し調査を行ない、問題のない

ことが確認されています。

その後も日本石鹸洗剤工業会では、安全性の確認に必要な科学的データの蓄積に注力してき

ました。

それらのデータを用いて、界面活性剤など主要成分のリスク評価を実施し、ヒトへの影響や、

環境に与える影響を継続的に調べています。

また、洗濯用、台所用、住宅用などの種類に応じて、各メーカーが実用テストなどで安全に使える

ことを最終確認したうえで、製品が市販されています。

https://jsda.org/w/02_anzen/riskcomm-series_04.html

最後に
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